
   

   
   
   

   

京都市西部圧縮梱包施設 

 

進入道路橋改築設計業務委託（戻り大橋） 

 

募集要項 

 

 

 

 

 

 
＜募集期間＞   

 

令和８年７月３１日（金） ～ ９月１日（火）  
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１ 委託業務の概要 

(1) 業務の名称 

京都市西部圧縮梱包施設 進入道路橋改築設計業務委託（戻り大橋） 

(2) 業務の内容 

別添の業務委託仕様書のとおり 

(3) 委託期間 

契約締結日の翌日から令和１０年３月１５日（水）まで 

(4) 概算予定価格 

５２，０００千円（消費税及び地方消費税相当額を含む。） 

   

２ 参加資格要件  

本業務の受託を希望する事業者（以下「受託希望者」という。）は、次の要件を 

全て満たしていなければならない。  

(1) 応募日において、京都市契約事務規則第４条第２項に規定する一般競争入札 

有資格者名簿に登載されていること又は京都市競争入札等取扱要綱第２条第１ 

項各号に掲げる資格を有する者であること。  

(2) 公募開始日から選定結果の通知の日までの間において、京都市競争入札等取 

扱要綱第 29 条第 1 項の規定に基づく競争入札参加停止の期間が含まれていな

いこと。 

(3) 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続開始の申立てをした 

ものにあっては更生計画の認可がなされていないもの又は民事再生法（平成 11

年法律第 225 号）に基づく再生手続開始の申立てをしたものにあっては再生計 

画の認可がなされていない者でないこと。 

(4) 建設コンサルタント登録規程（昭和 52 年建設省告示第 717 号）別表の「鋼構

造及びコンクリート部門」及び「土質及び基礎部門」の登録を受けていること。 

(5) 技術士法施行規則に規定する「建設部門」の選択科目において、「鋼構造及び

コンクリート」に係る技術士資格を取得しているものを管理技術者及び照査技術

者として、それぞれ別に配置できること。 

(6) 技術士法施行規則に規定する「建設部門」の選択科目において、「土質及び基

礎」に係る技術士資格を取得しているものを少なくとも 1人、担当技術者に配置
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し得ること。ただし、管理技術者が「鋼構造及びコンクリート」及び「土質及び

基礎」に係る技術士資格を取得している場合は、担当技術者については上記の資

格を要しないものとする。 

(7) 一つの契約において、次のア～ウの全ての要件を満たす委託業務を履行した実

績があること。 

ア 「国」、「地方公共団体」、「地方道路公社法に基づく地方道路公社」又

は「高速道路株式会社法に基づく高速道路株式会社」のいずれかが発注した

ものであること。 

   イ 元請として受注し、平成２８年度以降に完了したものであること。 

   ウ 業務内容に道路橋（人道橋を除く）における、ロッキング橋脚の補強設計

を行った業務が含まれていること。 

 

３ 技術提案書の提出 

(1) 提案書類 

   ア （様式１）表紙 

イ （様式２）企業の資格等 

ウ （様式３－１）配置予定技術者（管理技術者）の資格等 

エ （様式３－２）配置予定技術者（管理技術者）の業務実績の本業務への応用性 

   オ （様式４）配置予定技術者（照査技術者）の資格等 

   カ （様式５）配置予定技術者（担当技術者）の資格等 

   キ （様式６）業務の取組体制等 

   ク （様式７）技術的提案 

   ケ （様式８）見積書 

   コ （様式８）SDGs に資する取組に関する資料 

      ※SDGs に資する取組として、これからの 1000 年を紡ぐ企業認定や環境マネ 

ジメントシステム（ISO14001 や KES 等）の認証を受けている者は、それ

を証する書類の写しを提出すること。 

(2) 提出部数 

 ア～ウ及びオ、カ、ケ、コ：1部 

 エ及びキ、ク：６部 
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(3) 提出方法 

持参又は郵送（郵送の場合は、必ず到着確認を行うこと）。  

(4) 提出期間 

    令和８年９月１日（火）の午後５時まで（必着）。 

(5) 提出先 

    「８ 問合せ先及び提出先」に提出すること。  

(6) その他  

・ 業務委託仕様書「第８条（業務内容）３既存資料の整理 に示す【既往資料】」

については、参考資料閲覧申込書（様式９）の提出を受けて、個別に閲覧するこ

とができる。  

・ 提出後の変更、差替え及び再提出は認めない。  

・ 提案書類は返却しない。 

・ 提案書類に虚偽の記載をした場合は提案自体を無効とする。 

・ 使用する言語は日本語とし、通貨単位は円とする。  

・ 提出書類は、公文書公開請求があった場合、公開することがある。 

・ 計画地内を視察したい場合はあらかじめ、連絡のうえ、許可を得ること。 

・ プロポーザル参加に要する一切の費用は受託希望者負担とする。 

 

４ 参考資料の閲覧及び募集に関する質問、回答  

(1) 参考資料の閲覧方法  

ア 申込方法  

    本業務に関する参考資料の閲覧を希望する場合は、「８ 問合せ先及び提出先」

宛に、企業名、担当者名、連絡先、閲覧希望日時等を記載し、電子メールによ

り「参考資料閲覧申込書（様式９）」を提出すること。  

イ 閲覧の場所と期間  

  「７ スケジュール」及び「８ 問合わせ先及び提出先」のとおり  

(2) 募集に関する質問 

ア 質問方法   

本要項等に関する質問については、「８ 問合せ先及び提出先」宛に企業名、 

担当者名、連絡先、質問事項等を記載し、電子メールにより質問書（様式は自
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由）を提出すること。   

イ 質問受付期限   

「７ スケジュール」のとおり（必着）  

ウ 質問及び回答の公表  

質問及び回答は、本市のホームページにおいて令和８年８月２４日（月）ま

でに掲載する。なお、回答は本要項と一体のものであり、同等の効力を有する

ものとする。 

   （掲載先ＵＲＬ）  

https://www.city.kyoto.lg.jp/menu5/category/70-3-1-0-0-0-0-0-0-0.html  

 

エ 質問に係わる留意事項  

(ｱ) 電子メール送信時の件名は、「（質問）京都市西部圧縮梱包施設 進入道路橋

改築設計業務委託（戻り大橋）」とすること。 

(ｲ) 質問書の不着に関する責任は応募者に帰属する。提出後は、必ず担当部署

へ到達確認すること。 

(ｳ) 選定方法に関する質問は受け付けない。  

(ｴ) 電話、口頭による質問及び受付期間外の質問は受け付けない。 

 

５ 受託候補者選定について 

(1) 選定方法  

    受託候補者の選定に当たっては、以下の委員（別表）で構成される審査委員会

を開催し、提案書の評価及び必要に応じて実施するヒアリングの内容を、各委員

（別表）が評価基準に基づき採点した総合計点が、本市が設定した最低基準（満

点の６割）を上回った者のうち、最大となる者を受託候補者として選定する。た

だし、概算予定価格を超える金額を提出された場合又は最低制限価格相当額未満

の金額を提出された場合は失格とし、応募者が１者であった場合については、採

点結果が一定点数以上（合計点が６割以上）であり、かつ審査委員会において本

業務の受託候補者として適切と判断された場合、受託候補者として決定する。 

    また、評価点の総合計が最大となる者が２者以上となった場合においては、見

積金額が最も低い者を選定することとし、見積金額も同額である場合は、くじ引
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により受託候補者を選定する。 

なお、ヒアリングを開催する場合、日時、場所、方法等について、委員長から

別途通知する。 

 

別表  

環境政策局 適正処理施設部長 

環境政策局 適正処理施設部 施設管理課 土木担当課長 

環境政策局 環境企画部 環境総務課 企画調整・人材育成・監察担当課長 

環境政策局 適正処理施設部 施設管理課 担当係長 

 

(2) 決定  

本市は、審査委員会の結果に基づき、受託候補者を決定する。 

受託候補者が次のいずれかに該当した場合は失格とし、新たな受託候補者につ

いては、審査点が高い順に本市と協議を行ったうえで決定する。 

ア 京都市契約事務規則第４条第２項に規定する参加資格要件のうち、いずれ

か一つを喪失した場合  

イ 提出書類の内容に虚偽があった場合  

ウ 受託候補者選定に影響を与える不誠実な行為があった場合  

エ その他、市長が応募資格を有することが不適当であると認めた場合 

(3) 評価基準 

別紙「評価基準」による。  

(4) 選定結果の通知  

選定結果については、受託候補者の選定後、全ての受託希望者に対して速やか

に書面で通知する。 

(5) 選定結果等の公表  

受託候補者の選定後に、選定の結果、参加した事業者及び評価点その他の受託

候補者を選定した理由が分かる情報を京都市情報館のホームページにおいて公表

する。 
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６ 契約に関する基本的事項 

受託候補者の提案内容及び業務の計画に基づき、受託候補者と協議のうえ、本市

が契約用仕様書を作成する。契約は、当該仕様書に基づき、次の⑴～⑶のとおり、

本市が契約書を作成し、受託候補者と契約を締結する。   

(1) 契約内容  

    提案書類、ヒアリング時の説明内容及び本市が作成する契約用仕様書に基づき

決定する。 

(2) 契約期間 

契約締結日の翌日から令和１０年３月１５日（水）まで  

(3) その他  

・ 受託候補者が本市の作成した契約用仕様書に合意できない場合は、審査の結

果、次に順位の高かった者と協議を行い合意に達したときは、その者と契約す

るものとし、その者とも合意に達しない場合は、審査の結果の順位に従って協

議を行う。 

・  本要項に記載のない応募に関する事項及び契約に関する事項並びに本要項の

解釈に関する事項については、別途、本市が指示するところによるものとす

る。 
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７ スケジュール  

日程  実施内容 

令和  ８年７月３１日（金）  募集の公告 

令和  ８年７月３１日（金）～８月２１日（金）  参考資料の閲覧 

令和  ８年８月１７日（月）午後５時まで  質問の受付期限 

令和  ８年８月２４日（月）  質問に対する回答掲載期限 

令和  ８年９月 １日（火）午後５時まで  提案書類の提出期限 

令和  ８年９月中旬 書面審査又はヒアリング 

令和  ８年１０月上旬 選定結果の通知及び公表 

令和  ８年１０月上旬 業務委託契約 

令和１０年３月１５日（水）  履行期限 

 

 

８ 問合せ先及び提出先   

京都市環境政策局適正処理施設部施設管理課 

〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地  

TEL：075-222-3964 

E-mail：shisetsukanri@city.kyoto.lg.jp  


